




要約:1989 年 1 年間に NICU に入院した母体搬送例について検討した。総入院数 148 例中

院内出生例は 70 例(48.6%)で,このうち 37 例(53%)が母体搬送例であった。これら 37 例の

内搬送後 24時間以内に出生となったものは超未熟児 3例を含む 9例で,いずれの例も救命

出来た。一方,母体搬送後 24時間以上を経てから出生した 28 例の内 4例(14.3%)が死亡し

た。これら4例は23週0日,516gの超未熟児,24週2日,622gのヘルペス感染の超未熟児,38

週 5 日,2,960g の OTC 完全欠損症,38 週 1 日,1,984g の多発奇形を伴う 18 トリソミーであ

り,今回の調査においては,児の予後は母体搬送後出生までの時間よりも,児の合併疾患の

有無に大きく左右されることが示されたと共に,母体搬送後短時間で分娩に至らざるを得

ない例に対するケアの向上が示唆された。


